
鈴

の
よ
う
な
円
い
実
を
小

プ

ラ

タ

ー

ヌ

ス

枝

か
ら
た
れ
さ
げ

て
い
る

の
で
、

ス
ズ
カ
ケ

ノ
キ
の
別
名
が
あ
る
。
札
幌
市

の
街
路
樹
と
し
て
明
治
年
代

か
ら
導
入
さ
れ
、
現

在
、
天
使
病
院
附

近
な
ど
に
か
な
り
高
齢
の
並
木

が

み
ら
れ
る
。

そ

の
お
お
ら
か
な
樹
姿
、
美
し

い
樹
肌
、
広

い

葉

の
緑
陰

、
気
候
や
土
地

に
た

い
す
る
強

い
適
応

性

か
ら
道
路
並
木
と
し
て
各
地

に
広
く
植

え
ら
れ

て
い
る
。
原
産
地

は
欧
州
南
西
部
か
ら
小
亜
細
亜

地
方
で
、
高

さ
二
五
～

三
〇

メ
ー
ト

ル
に
達
す
る

落
葉
高

木
、
材

は
木
理
密

で
光
[沢

美

し

く
、
器

具
、
家

具
、
船
舶
用
材
な
ど

に
用

い
ら
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
プ

ラ
タ
ー
ヌ

ス
は
北

米
南
東
部
産
で

一
層
成
育

が
よ
い
、

カ

エ
デ
バ

ス
ズ
カ
ケ
ノ
キ
は

以
上
両
種

の
中
間
種

で
、
と
も
に
街
路
樹
と
し
て

広
く
使

わ
れ
て
い
る
。
プ

ラ
タ

ー
ヌ
ス
、
ま
た
は

プ

ラ
タ

ー
ナ

ス
の
呼
び
名
は
ギ
リ

シ
ャ
語

の
プ

ラ

タ
ノ
ス
、

す
な
わ
ち
幅

の
広

い
、
大
き

い
葉
が
語

原
と
な

っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は

ス
ズ

カ
ケ
ノ

北

海

道

の
道

路

並

木

キ
を
ボ

タ

ン
ノ
キ
と
呼
ん

で
お
り
、
婦
人
服

の
ボ

タ

ソ
を
連
想
さ
せ
る
。

こ
の
木
は
古
代

ギ
リ
シ
ャ

か
ら
た

い
せ

つ
に
さ
れ
、

ア
テ

ナ
イ
の
ア
ヵ
デ

メ

イ

ア
に
植
え
ら
れ
た
。
花
言
葉
は

「
天
才
」

で
あ

る
。プ

ラ
タ
ー
ヌ
ス
は
公
園
な
ど
に
植

え
る
と

か
な

り
高
く
伸
び
、
野
幌

の
樹
木
園
の
は
三
五
年
生

で

一
六

・
七

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
な

っ
て
い
る
。

ハ
シ
ド
イ
に
は
本
道

の
林

ハ

シ

ド

イ

野
に
自

生
す
る
白

い
花
房

の

ハ
シ
ド
イ
と
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
輸

入
さ
れ
た

淡
紫

色
の
花
房

の
ラ
イ

ラ
ッ
ク
に
大
別

で
き
る
が

最
近
は

い
ろ
い
ろ

の
園
芸
品
種

が
栽
培
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
花

の
色
も
淡
紫
色

か
ら
濃
紫

色
、
赤

白

、
青

色
な
ど
が
あ
り
、

八
重
咲

ラ
イ

ラ
ッ
ク
も

あ

っ
て
、
花

が

一
層
美

し
く
な

っ
て
き
た
。

北
国

の
六
月

の
空
は
爽

や
か
で
、
新
緑

の

ロ
ー

ソ
に
た
だ

よ
う

リ
ラ
の
花

の
た

か
い
香
り
、

ラ
イ

ラ
ッ
ク
祭

は
札
幌
市
の
春

の
観
光
行
事

で
あ
り
、

ラ
イ

ラ
ッ
ク
は
近
代
都
市
札
幌
を
表
徴
す
る
市
民

②松

の
樹
で
あ

る
。

こ
の
木

は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
南
東

部
原

産

で
、
高

さ
七

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら

い
に
な
る
。
札
幌

市

に
入

っ
た
の
は
大
正
初
期

で
、
外
人

の
宣
教
師

が
故
郷

を
偲

ぶ
想

い
出
の
木
と
し
て
持

参
し
た
も

の
だ
と

い
わ
れ
、
植
物
園

に
は

こ
の
老
株

が
み
ら

れ
る
。
ラ
イ
ラ

ッ
ク
属

は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
温
帯

ア
ジ
ア

に
三
〇
種
あ

っ
て
、

い
ず
れ
も
芳
香

の
あ

る
小
花

を
多
数
開
花
す

る
の
で
美
し
い
。
朝
鮮

か
ら
中
国

北
東
部
産

の
種
類

に
チ
ョ
ウ

セ
ン
ハ
シ
ド
イ
、

ハ

ナ

ハ
シ
ド
イ
が
あ
り
、
藤
紫
色

の
芳
香
あ
る
花
が

咲
く

が
、
小
形

で
着
生
が
あ

ら
い
。

ハ
シ
ド
イ
は
小
高
木
な
の
で
、
ゆ

っ
た
り
と
緑

冠
を
拡
げ
る

こ
と
は
な
い
が
、
背
景
の
風
物
と
調

和
し
た
淡
紫

色
の
花

の
咲
く
並
木
の
介
在
す

る
の

も
趣
き
の
あ

る
も

の
で
あ
る
。
道
産

の

ハ
シ
ド
イ

は
粗
皮
が
厚

い
の
で
、
除
雪
な
ど
に
よ
る
損
傷
は

少
な

い
。

ト
チ
ノ
キ
は
道
南

の
ブ
ナ

ト

チ

ノ

キ

林

の
な

か
に
混

生
し
、
小

井

善

喜

樽
近
郊
ま

で
天
然
に
分
布
し
て

い
る
。
パ
リ

ー
の

セ
ー
ヌ
河
畔

の
マ
#
ニ
エ
の
老

木
の
並
木
は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

ト
チ
ノ
キ
で
、
五
葉

の
葉

に
よ
る
濃

い
緑

蔭

は
い
か
に
も
落
ち

つ
い
た
歴
史

の
街
と
い

っ
た

印
象
を
与

え
る
。

こ
の
ト
チ
ノ
キ
は
バ
ル
カ

ン
半

島
南
部
地
方

を
原
産
地
と
す

る
も

の
で
、
道
産
の

ト
チ
ノ
キ
よ
り
も
樹
形
も
葉
も
小
形
で
あ

る
が
、

花
は
大
形

で
、
白
に
赤
味
を
さ
し

て
美
し

い
。

道
産

の
ト
チ
ノ
キ
は
風
土

に
た

い
す
る
適
応
性

が

一
層
大

で
、
力
強

い
緑
冠
を
構
成
す
る

の
で
、

今
後
、
道
路
並
木
と
し

て
開
発
し
た
い
樹
種

で
あ

る
。

シ
ン
ジ

ユ
は
、

ニ
ガ
キ
科

シ

ン

ジ

ュ

の

ニ
ハ
ゥ
ル
シ
属

の
樹
木

で
、
元
来
、
南
支
那
の
暖

か
い
地
方
を
原
産
と
す

る
常
緑
樹

で
あ
る
が
、
寒
地

で
は
落

葉

樹

と

な

り
、
本
道

に
も

よ
く
生
育
す
る
。

シ
ン
ジ

ユ
の
大

き
な
羽
状
複
葉
と
通
直
な
樹
姿

は
、
街
路
樹
と
し

て
も

ふ
さ
わ
し
い
も

の
で
あ
る
。

た
だ
冬
の
長

い

本
道

で
は
、
裸
木
は
太

い
枝

が
疎
ら
な
の
で
寂
し
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い
感

が
す
る
。

牧

野
博
士
に
よ
る
と

シ

ン
ジ

ユ
は
明
治
初
年

に

わ
た
が
国
に
輸

入
さ
れ
、
江
戸

か
ら
東
京

に
改
名

さ
れ
た
帝
都
の
中
心
街

に
わ
が
国
最

初
の
街
路
樹

と
し

て
植
え
ら
れ
、
戦
前

に
は
内
務
省
の
裏
側

に

二

・
三

の
老
木
が
残

っ
て
い
た
。

北
海
道
で
は
、
明
治
十
四
年

に
開
拓
使

が
札
幌

郊
外
円
山
苗
畑
に

シ
ソ
ジ

ユ
を
播
種
し
、
養
成
苗

を
払

い
下
げ
た
記
録

が
あ
り
、
現
在
、
札
幌
市
豊

平
町
経
王
寺

の
境
内

に
た

っ
て

い
る
老
大
木
は
、

当
時

の
払

い
下
げ
苗
を
植
栽

し
た
も

の

で

あ

ろ

う
。
戦
前
、
満
州
で
は

シ
ソ
ジ

ユ
の
葉

で
シ

ソ
ジ

ュ
蚕

や

エ
リ
蚕
を
飼
育

し
て
、
繭

か
ら
糸
を
と

っ

て
い
た
。

こ
れ
ら
の
野
蚕

は
害
虫
と
な

っ
て
、

シ

ソ
ジ

ユ
並
木
を
食
害
す
る

こ
と
が
あ

る
。

シ

ソ
ジ

ユ
は
札
幌
市
内

に
は
街
路
樹

と
し
て
植
え
ら
れ

て

い
る
が
、
道
路
並
木
と
し
て
は
あ

ま
り
普
及
し

て

い
な

い
。

道
南
地
方

に
分
布
し

サ

ラ

サ

ド

ウ

ダ

ン

ド

ウ
ダ

ソ
ツ
ツ
ジ
の

一

種

で
、
花

の
形

か
ら

フ
ウ
リ

ソ
ツ
ツ
ジ
、
外
国

で

は

ベ
ル
フ
ラ
ワ
ー
の
名
で
知

ら
れ

て
い
る
。
落
葉

低
木

で
高
さ
三
～
五

メ
ー
ト
ル
、
枝

は
輪
生
し
て

や
や
太

い
、

サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ

ン
は
丈

の
高

い
道
路

並
木
と

い
う

よ
り
は
、
特
殊
な

コ
ー

ス
の
道
路

に

風
致

を
そ
え
、
道
路

の
美
化

の
た
め
に
植
え
ら
れ

る
も

の
で
あ

る
。

六
月
頃
枝

の
頂
や
腋

か
ら
房
状

に
五
～

一
五

の

花
が
下
垂
し
、
白
色
な

い
し
淡
黄
色

の
鐘

形
の
花

が
咲
く
。
土
壌

に
た

い
す
る
適
応
性
が
強

い
の
で

道
路
並
木

と
し
て
の
植
栽
に
適
す

る
。

テ

マ
リ

バ

ナ
と

も

呼

ば

オ

ウ

デ

マ

リ

れ
、

ス
イ
カ
ズ

ラ
科

の

ヤ

ブ
デ

マ
リ
の
園
芸
品
種
で
、
高

さ
四

メ
ー
ト
ル
内

外
と
な
る
。

六
月

の
候

に
、

テ

マ
リ
状

の
真
白

い

聚
纈
花
序

を

つ
け
る
。

こ
の
樹

は
農
家

の
庭

に
も

よ
く
植
え
ら
れ
て
お
り
、
真
白

い
球
形

の
花

は
赤

や
黄
色

の
ッ
ツ
ジ
の
花
と
と
も
に
、
新
緑

に
映

じ

て
道
行
く
人

の
目
を
楽

し
ま
せ
る
。

原
産
地
は
本
州

の
関
東
以
西

か
ら
中
国
、
台
湾

で
、
温
暖
地

に
分
布
す
る
が
、
寒
地

に
も
適
応
で

き

る
の
で
、
適
地
と
保
育

に
留
意
す
れ
ば
道
路
並

木
と

し
て
広
く
植
栽
す
る
こ
と
が

で
き

よ
う
。

藻
岩
山
、
円
山

の
天
然
林

バ
ク

ウ

ン
ボ

ク

に
よ
く

み
ら
れ

る
高
さ
八

～
九

メ
ー
ト
ル
の
亜
高
木
で
あ

る
。
大
形

の
葉
は

裏
面
が
密
な
毛

で
お
お
わ
れ
て
い
る
の
で
銀
白
色

を
呈
し
、

五
～

六
月

の
候
に

一
〇
～

二
〇

セ
ン
チ

の
総
状
花
序

の
花
を
多
数

つ
け
る
。
白
雲
木

の
名

は
、
満
開

の
白
花
が
白
雲
の
よ
う

に
み
え

る
こ
と

か
ら
命
名
さ
れ

た
も

の
で
あ
る
。

従
来
、
並
木

に
植
え
た
例
は
少
な
い
が
、
起
伏

の
多

い
山
寄

り
の
道
路

の
並
木
と
し
て

一
層
植
栽

を
進

め
る
必
要

が
あ

ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
の

マ
サ
チ

ュ
セ

ニ

レ

ッ
州
の
州

の
代
表
樹

が

二

レ
で
あ
る
。
明
治
初
年
、
同
州

か
ら
札
幌
農
学
校

に
赴
任
し
た
ク
ラ
ー
ク
氏

は
、
同
校
の
農
場

に
立

っ
て
い
た

ニ
レ
の
樹
を
残
す

よ
う

に
指

導

さ

れ

た
。

ニ
レ
は
冬

の
裸
木
も
幹
、
枝
、
細
枝
と
均
整

の
と
れ
た
形
態
を
し
て
い
る
が
、
並
木
の
場
合

に

は
枝

が
拡
が
り
や
す

い
の
で
。
適
度
に
勇
定
す

る

必
要

が
あ

る
。

マ
ソ
シ
ウ

ニ
レ
は
葉
も
小
さ
く
、
枝
も
繊
細

な

の
で
、

ニ
レ
の
よ
う

に
戴
枝

の
必
要
が
な
く
、
従

来
、
生
垣
な
ど
に
植
え

て
き
た
が
、
幅

の
狭

い
道

路

の
並
木
と
し
て
も
適
当

で
あ

る
。

本
道

に
自
生
す
る
小
高
木

ツ

リ

バ

ナ

で
、
対
生

の
葉

が
色
づ
く

頃
、
赤
味

の
円
形

の
実

を
た
れ
さ
げ

る
。
並
木
対

象

の
ツ
リ
バ

ナ
に
は
オ
ウ
バ

ツ
リ
バ

ナ
、

ム
ラ
サ

キ

ツ
リ
パ

ナ
が
あ
る
。
ま
た
、

ツ
リ
バ

ナ
よ
り
高

さ
が
低

い
が
、

マ
ユ
ミ
も
並
木
に
加
え
た

い
木
で

あ
る
。
四

つ
の
稜
角

の
あ
る
赤

い
実

は
、

ツ
リ
バ

ナ
よ
り
も
大
き
く
印
象
的

で
あ

る
。

ま
た
、

コ
マ
ユ
ミ
は
海
岸
砂
丘

の
乾
燥
地

に
も

自
生
し
て
お
り
、
秋

の
紅
葉
も
美
し

い
の
で
、

サ

ラ
サ
ド
ウ
ダ

ン
と
並

べ
て
道
路

の
美

化
に
植
え

た

い
低
木
で
あ

る
。

河
川
や
漢
流
ぞ

い
の
道
路

ク

ル

ミ

に
植
え

た
オ

ニ
グ

ル
ミ
は

生
態
的

に
も
安
定

し
た
景
観
を
具
え
、
単

一
樹
種

の
並
木

に
風
景

の
変
化
を
そ
え
る
。

ク
ル
ミ
の
太

い
枝
、
複
葉

の
大
き

い
葉
は
材
に
み
ら
れ

る
よ
う

な
重
厚
な
感

が
す

る
。

サ
ワ
グ

ル
ミ
は
、

オ

ニ
グ
ル
ミ
属
と
異
な
り
、

種
実
が
全
く
相
違

し
て
い
る
が
、
羽
状
複
葉
の
葉

は
近
縁
種

の
感

が
す
る
。
生
長

が

一
層
早
く
、
通

直

に
伸
び

て
、
道
路
並
木
と
し
て
適
当

で
あ
る
。

道
南
地
方

に
自
生
し
、
札
幌
の
植
物
園

に
は
大
正

年
代

に
植
え
た
壮
令
樹

の

一
群

が
み
ら
れ
る
。
自

由
に
伸
び
、
旺
盛
な
生
命
を
感
ず

る
が
、
幹
が
通

直
で
枝
、
業
が
均
衡
と
れ
て
お
り
、
並
木
と
し
て

の
よ
い
素
質

を
兼
備
し

て
い
る
の
で
、
積
極
的
な

植
栽
を
奨

め
た

い
。

普
遍
的

に
植
え
ら
れ
て
い

ヤ

ナ

ギ

る
の
は

シ
ダ

レ
ヤ
ナ
ギ
で

あ

る
。

シ
ダ

レ
ヤ
ナ
ギ
は
元
来
、
支

那
中
部

の
原

産

で
、
水
郷
地
帯

に
情
緒
を
た
だ
よ
わ
せ
る
枝
の

し
だ
れ
た
ヤ
ナ
ギ

で
あ

る
。
北
海
道

の
風
土

に
も

適
し
、
札
幌
市

に
は
街
路
樹
や
庭
園
樹
と
し
て
古

く

か
ら
植

え
ら
れ

て
い
る
。

往
時
、
豊
平
館

の
あ

っ
た
北

一
条
西

一
丁
目

の

角

の
老
大
木
は
自
動
車

の
排
気

ガ

ス
に
も

め
げ
ず

や
わ
ら

か
い
緑
蔭

を
補
装
道
路
に
投
げ

て
い
る
。

と
い

っ
て
も
、

こ
の
樹
種
が
排
気
ガ

ス
に
特
に
強

い
と

い
う
わ
け

で
は
な

い
。
昔
恋
し

い
銀
座

の
ヤ

ナ
ギ

は
、

カ
ー

・
ラ

ッ
シ
ュ
の
犠
牲

と
な

っ
て
敢

え
な
く
消
え
失

せ
た
。
街
路
樹
と
し
て
は
か
な
り

普
及
し
て
い
る
が
、
並
木
と
し

て
は
ま
だ
少
な
い

よ
う

で
あ
る
。

ウ

ソ
リ

ュ
ウ
ヤ
ナ
ギ
も
、
支

那
原
産

の
ヤ
ナ
ギ
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で
ね

じ
ら
れ
た
枝
、
細

い
葉

は
過
密

に
な

る
こ
と

な
く
、
東

洋
風

の
趣
き

の
感
じ
ら
れ
る
樹

で
、
市

内
各
処

に
散

見
さ
れ

る
。
水
郷
地
帯

の
道
路
並
木

と
し

て
適
当

で
あ

る
。

道
内
に
自
生
す

る
ヤ
ナ
ギ

の
な
か
に
も

キ

ヌ
ヤ

ナ
ギ
の
よ
う

に
、
葉
裏
が
毛
葺

に
よ

っ
て
絹
糸
光

沢
を
呈
す
る
美
し

い
ヤ
ナ
ギ
が
あ

る
。
ま
た
、
葉

の
小
形
な

エ
ゾ

ヤ
ナ
ギ
、
大
形

の
オ
ウ
バ

ヤ
ナ
ギ

な

ど
も
、
と

こ
ろ
を
得

れ
ば
自
然
景
観

に
調
和
し

た
並
木
と
な
ろ
う
。

本
道

に
は
従

来
、

ア
メ
リ

キ

サ

サ

ゲ

ヵ
産

の

ハ
ナ
キ
サ
サ
ゲ
が

導
入
試
植
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
木
は
北
米

の
オ

ハ

イ
オ
州

・
イ
リ
ノ
イ
州
な
ど

の
内
陸

の
諸
州

に
自

生
す
る
。
花
が
美

し
く
庭
園
樹
に
適

す
る
が
、
開

業

が
遅
く
、
寒
凍
害

に
か
か
り
や
す
い
。

キ
サ
サ
ゲ

は
支
那
原
産
の
落
葉
小
高
木
で
あ

る

が
、
本
州

で
は
各
地

の
河
辺
に
自
生
状

に
成
育

し

サ
サ
ゲ

の
よ
う

に
細
長

い
さ
く
果
は
利
尿
剤
と
し

て
名
高

い
。
往
時
、
雷
よ
け

の
ま
じ
な

い
と
し
て

植
え

て
い
る
地
方

が
あ

っ
た
。
葉
は
大
形
、
長
柄

で
対
生
し
、
夏

に
枝
先

に
円
す

い
花
房
を
頂
生
す

る
の
で
、
深
緑

の
シ
ー
ズ

ン
に
は
美

し
い
木

で
あ

る
。
本
道
で
は
並
木

に
用

い
た
例

が
少
な

い
。

早
春
、
他

の
花

に
先
ん
じ

コ

ブ

シ

て
香
り
た
か
い
白

い
花
が

咲
く

の
で
、
長

い
冬
か
ら
解
放
さ
れ
た
灰
色

の
道

路

に
い
ち
早
く
春

の
き
た
の
を
告
げ
る
。
木
肌

も

灰
白
色
を

お
び
、
裸
木
も
美

し
い
が
、
秋

の
紅
葉

は
く
ろ
ず

ん
で
、
黄
紅
葉
と
な
ら
な

い
で
落
葉
す

る
。

コ
ブ

シ
は
樹
姿

か
ら
み
て
も
、
虫
菌
兎
鼠
害

な
ど
え

の
抵
抗
性

の
強

い
点

か
ら
み
て
道
路
並
木

と
し
て

一
層
植
栽
す

べ
き
木
で
あ

ろ
う
。

カ
イ
ド
ウ
の
種
類
は

一
般

ク

ラ

ブ

リ

ン

ゴ

に
ク
ラ
ブ
ァ

ッ
プ

ル
と
称

し

て
、
庭
園
や
並
木
用
の
い
ろ
い
ろ

の
園
芸

品
種

が
で
き

て
い
る
。
本
道

で
は
道
路
並
木
と
し
て
は

試
植
段
階

に
あ
る
が
、
今
後
、
並
木
と
し
て
期
待

の
も

て
る
郷

土
産

ク
ラ
ブ
リ

ン
ゴ
に
は
、

エ
ゾ

ノ

コ
リ

ソ
ゴ
と

エ
ゾ
ズ

ミ
が
あ
る
。

エ
ゾ
ズ

ミ
は
北

部

の
海
岸

砂
丘
に
も
自
生
し
て
お
り
、
気
象

へ
の

適
応
力
が
大

で
あ

る
か
ら
、
並
木
樹
種
と
し
て
の

研
究

の
必
要

が
あ

る
。

エ
ゾ
ノ

コ
リ

ソ
ゴ
は
高
さ
五
～

一
〇

メ
ー
ト
ル

の
小
高
木

で
、
五
～
六
月
の
候

に
短
枝
に
四
～

六

個
ず

つ
房
状

に
花
を

つ
け

る
。
花
は
初
め
淡
紅
色

後

に
白
色

に
推
移
す
る
が
、
花
弁
が
大
き
く
、
花

の
期
間
も
長
く
て
美
し

い
。
秋
は
濃
紅

か
ら
暗
紫

紅
色
に
移
る
扁
球
形

の
果
実
を

つ
け

て
、

こ
れ
ま

た
道
行
く
人

を
楽

し
ま
せ
る
。

シ
ベ
リ
ア
リ

ソ
ゴ
は

一
〇

メ
ー
ト
ル
内
外

の
小

高
木
で
、
紅
色

の
蕾
か
ら
白
色
が

か

っ
た
花

が
咲

き

、
芳
香
が
あ
り
、
果
実

は

一
～

一
・
ニ

セ
ソ
チ

で
、
渋

い
酸
味
が
あ

る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
主
と
し

て
花
木
と
し

て
植
栽
し
て
い
る
。

ク
ラ
ブ
リ

ソ
ゴ
は
、

ケ
ム
シ
や

ア
ブ
ラ
ム
シ
な

ど
虫
害
を

こ
う
む
り
や
す

い
の
で
、
並
木
に
植

え

る
場
合

に
は
虫
害

の
予
防
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
し
か
し
、
北
国
産

の
花
も
実
も
美
し

い

樹
種

で
あ

る
か
ら
、
道
路
並
木
と
し
て

一
層
造
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。明

治
年
代

に
植
え
た
ケ
ヤ

ケ

ヤ

キ

キ
の
老
木
が
、
札
幌
市

の

大
通
り
六
～

七
丁
目

に
み
ら
れ
る
。
繊
細
な
枝
葉

を
拡
げ
た
緑
冠

は

ロ
ー

ソ
と

よ
く
調
和
し
、
散
策

の
人

々
に
静

か
な
休
息
を
供
し
て
い
る
。

ケ
ヤ
キ

は
本
州
産

で
あ
る
が
、

明
治
初
期

か
ら

試

植

さ

れ
、
札
幌
辺

で
は
か
な
り
よ

い
成
育
状
態
に
あ

る

か
ら
道
央
以
南
の
並
木
と
し
て
植
え
る

こ
と
が
で

き
よ
う
。
し
か
し
粗
皮

が
薄

い
の
で
、
除
雪

の
さ

い
に
傷

め
ら
れ
る
懸
念
が
あ

る
。

切

り
く
ず
し
斜
面
な
ど
を

ト

ド

マ

ツ

常
緑

の
樹
冠
で
お
お
い
た

い
場
合
、
ト
ド

マ
ッ
並
木
が
適
当
で
あ

る
。
し
か

し
、

ト
ド

マ
ツ
は
排
気
ガ

ス
や
ホ

コ
リ
に
弱
く
、

か
つ
木
肌
が
薄
く
、
皮

焼
け
や
除
雪

で
損
じ
や
す

い
こ
と
か
ら
、
単
木
的
植
栽

よ
り

は
三
本
鼎
立
し

た
巣
植
え
植
栽
が
望

ま
し

い
。

北
海
道

の
代
表
樹
種

エ
ゾ

マ
ッ

・
ア
カ

エ
ゾ

マ

ツ
も
こ
の
よ
う
な
三
本
巣
植
え
方
法
で
仕
立

て
れ

ば
、
道
路
並
木
と
し

て
植
え

る
こ
と
が
で
き
、
高

原

の
道
路
な
ど
、
針
葉
樹

の
並
木
景
観

の
望
ま
し

い
場
合
が
少
な
く
な

い
。

別
名
ビ

ャ
ク
シ

ソ
は
本
州

イ

ブ

キ

の
宮
城
県
以
南
に
自
生
し

主

と
し
て
海
岸
地
帯
に
散
生
し
、
高

さ

一
五
～
二

〇

メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。
葉

は
成
長

し
た
も

の
は

鱗
葉
、
幼
条

・
萌
芽

・
下
枝

は
針
葉

で
形
態
の
異

る
こ
と

か
ら

二
色
檜
、
檜
柏

の
名
称
が
あ
る
。
多

く

の
園
芸
品
種

に
改
良
さ
れ

て
お
り
、
盆
栽
と
し

て
仕
立
て
て
い
る
園
芸
品
種

を

シ

ソ
パ
ク

と

い

い
、
新
芽

の
色

で
金
柏

・
銀
柏
に
分
け
る
。

道
路
並
木

に
は
通
常

の
イ
ブ
キ
、

す
な
わ
ち
鎌

倉
イ
ブ
キ
が
用

い
ら
れ

る
。
こ
れ

は
葉
が
少
し
太

く
、
木
が
し
ま

っ
て
い
る
木
立
型

の
「種

類

で

あ

る
。
道
南

の
景
勝
地
な
ど
に
、
イ

ブ
キ

の
並
木

の

ふ
さ
わ
し

い
と

こ
ろ
が
あ

る
。
ま
た
、
サ
ラ
サ
ド

ゥ
ダ

ン
な
ど
と
も
に
特
殊
道
路

の
風
致
的
装
飾

に

用

い
ら
れ
る
も
の
に
、
シ

ソ
パ
ク
や
郷

土
の
リ
シ

リ
ビ
ヤ
ク

シ
ソ
が
あ
る
。

×

以

上
は
国
道

に
既
に
植
栽
し
て
い
る
並
木
、
今

後
植
栽
を
計
画
し
て
い
る
並
木

に

つ
い
て
二
、

三

の
説
明
を
加
え
た
も

の
で
あ

る
が
、

こ
の
他
の
樹

種

に
つ
い
て
も
並
木
と
し
て
植
栽

の
望
ま
し
い
も

の
、
研
究
し
て
ほ
し

い
も
の
が
少
な
く
な

い
。

こ

れ
ら

の
主
な
樹
種

に
つ
い
て
簡
単
に
記
そ
う
。

ミ
ズ
キ
は
お
正
月

の

マ
ユ

ミ

ズ

キ

玉

の
木
で
赤
味

を
お
び
、

水
平

に
拡
が

る
枝
、
枝

一
面
に

つ
け
た
散
房
花
序

の
多
数

の
白

い
小
花
、
遠
く
か
ら
眺

め
る
と
木
全
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体

が
白
色

に
み
え

る
ほ
ど
花
が
咲
き

揃

っ
て

い

る
。

ミ
ズ
キ
の
よ
う

に
樹
高

一
〇

メ
ー
ト
ル
内
外

の
木

は
刈
込
み
の
手
数
が
少
な
く
、
街
路
樹
と
し

て
と
り
扱

い
や
す

い
。

ミ
ズ
キ
と
同

じ
属

で
あ

る

ヤ

マ
ボ

ウ

シ

が
本
州
産
で
あ

る
。
花
が

大
型

で
四
照
花

の
漢
名

が
つ
い
て
お
り
、
高
さ
三

～

八

メ
ー
ト
ル
で
、
庭
園
樹
と
し

て

一
層
適
当

で

あ

る
。

ア
メ
リ
カ
ヤ

マ
ボ

ウ
シ
も
花
が
美

し
く
、

庭

園
に
植

え
ら
れ
て
い
る
。
道
路
並
木
と
し
て
道

央

以
南

に
は
植

栽
で
き

よ
う
。

本
道

に
自
生
す
る
の
は

エ

サ

ン

ザ

シ

ゾ
サ

ソ
ザ

シ
で
、
白

い
散

房
花
序

と
暗
赤
色

の
実
を

つ
け

る
バ
ラ
科

の
小
高

木

で
あ

る
。

セ
イ

ヨ
ウ
サ

ソ
ザ

シ
は
花
が
大
き
く

観
賞

用
と
し
て
庭

園
に
植

え
ら
れ

て
い
る
。

エ
ゾ

サ

ソ
ザ

シ
は
気
候
的
適
応
性
が
強

い
の
で
、
道
路

並
木
と
し
て
広
く
植
栽
す

る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

サ

ソ
ザ

シ
と
同
じ
バ
ラ
科

ア

ズ

キ

ナ

シ

の
小
高
木

で
、
従
来
街
路

樹

に
植

え
ら
れ
て
い
な

い
が
、
小
さ

い
赤

い
実

に

は
初
冬

の
候
小
鳥

が
集

ま
る
の
で
、
裸
木
に
な

っ

て
も
美

し

い
。

円
錐
形

の
樹
冠
は
枝
を
勢
定

す
る

必
要

も
な
く
、
樹
皮
も
除
雪

で
損
傷
を
う
け
る

こ

と
が
な

い
。
た
だ
、
花

は
小
形

で
点
生
し
て

い
る

の
で
目
立
た
な

い
が
、
全
道
各

地
に
自
生
し
て

い

る

の
で
、
気
候
的
適
応
性

が
大

で
、
道
路
並
木
と

し
て
普
及
す
べ
き
木
で
あ

る
。

春
に
銀
白
色

の
複
葉

の
若

イ

ヌ

エ

ン

ジ

ュ

葉
が
開
葉
す

る
頃
、

つ
い

で
白

い
房
状

の

マ
メ
科

の
花

の
咲
く

頃

が

美

し

い
。
亜
高
木
な

の
で
枝

の
勇
定

の
必
要
も
少
な
く

除
雪

の
損
傷

の
心
配
が
な
く
、
気
候
的
適
応
性
が

大
な

の
で
、
並
木
用

の
植
栽
が
考
え
ら
れ

る
。

カ
ッ
ラ
は
わ
が
国
特
産

の

カ

ツ

ラ

美
し

い
樹

で
あ

る
。
従
来

並
木

に
植

え
ら
れ
て
い
な

い
の
は
根

が
繊
細

で
浅

く
拡
が
り
、
春

早
く
開
紆
す

る
の
で
移
植

の
さ

い

の
活
着
が
悪

い
た
め
で
あ

ろ
う
。
早
春
の
黄
ば

ん

だ
新
緑
、
秋

の
紅
葉
も
美
し

い
。
枝
、
葉
、
樹
姿

と
も
、
女
性
的

な
繊
細
な
感
じ

の
す

る

樹

で

あ

る
。
並
木
と
し
て
の
造
成

を
研
究
す
る
必
要

が
あ

ろ
う
。

×

以
上
は
郷

土
樹
種

に

つ
い
て
並
木
と
し
て
望

ま

し
い
も

の
を
述

べ
た
が
、
外
来
樹
種

の
な
か
で
も

本
道

に
お
け
る
造
林
成

績
か
ら
並
木
と
し
て
期
待

さ
れ

る
樹
種
が
少
な
く
な
い
の
で
、

二
、

三
あ
げ

て
み
た

い
。

ア
メ
リ
カ
の
北
東
部

か
ら

サ

ト

ウ

カ

エ
デ

カ
ナ
ダ

の
南
東

部
に
分
布

し
、
早
春
樹
液

を
採
集

し
て
、

メ
ー
プ

ル
シ
ラ

ッ

プ
を
造

る
の
で
有

名

で
あ
る
。
本
道

の
イ

タ
ヤ
の

二
倍

の
含
糖
量
が
あ

る
。
葉
は
イ
タ
ヤ
よ
り
大
形

で
、
道
産

の
ク

ロ
ビ
イ

タ
ヤ
に
似
て

い
る
。

こ
の

葉
は
ヵ
ナ
ダ

の
国
旗

に
と
り
入
れ
ら
れ
、

ヵ
ナ
ダ

の
代
表
樹

と
な

っ
て

い
る
。

原
産
地

の
気
候
は
北
海
道

と
近
似

し
て
お
り
、

本
道

に
は
明
治
十
八
年

頃
か
ら
導

入
さ
れ
、
生
育

は
良

好
で
あ

る
が
、
林
地
で
は
野
鼠
、
野
兎

に
食

害

さ
れ
や
す
い
。
道
路
並
木
は

こ
れ
ら
の
被
害
が

少
な

い
の
で
、
普
及
さ
せ
る

こ
と
が
で
き

よ
う
。

明
治

二
十
四
年
、

ア
メ
リ

レ
ッ

ド

オ

ー

ク

カ
の

ア
ー
ノ
ル
ド
植
物
園

か
ら
北
大
植
物
園
に
送
ら
れ
た

レ

ッ
ド

オ

ー

ク

(
ア
カ
ナ
ラ
)
の
種
子
か
ら
養
成

し
た
苗
木
は
現

在
七
七
年
生

の
老
木
と
な

っ
て
、
植
物
園
に
成
育

し

て
い
る
。

こ
の
樹

か
ら
採

っ
た
種
子
で
、
北
大

植
物
園
正
門
前
通
り

の
レ

ッ
ド
オ

ー
ク
ニ
世
の
街

路
樹

が
で
き
た

の
で
あ

る
。

昭
和
初
葉
に
植
え
た
壮
令

の
こ
の
並
木
は
お
お

ら
か
に
枝
を
伸
ば
し
、
鋸
歯

の
深

い
大
形

の
葉

は

道
産

の
ミ
ズ

ナ
ラ
よ
り
も

こ
ん
も
り
し
た
緑
冠
を

を
構
成

し
、
男
性
的
な
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

ア

メ
リ
ヵ
東
部
温
帯

地
方
を
原
産

と
す

る
が
、
道

央
以
南

で
は
道
路
並
木
と
し

て
広
く
植
え
る

こ
と

が
で
き

よ
う
。

葉

の
裏

が
白
銀
色

の

ウ

ラ

ジ

ロ
ド

ロ

ノ
キ

繊

毛
で
お
わ
れ

て
い

る

の
で
、
ウ
ラ
ジ

ロ
ポ
プ
ラ
、

ギ

ソ
ド

ロ
の
名

で

呼
ば
れ
て

い
る
。
中
央

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
北
と
東

に
広
が
り
、
西
南
部

シ
ベ
リ
ヤ
と
中
央
ア
ジ
ア
に

分
布
し

て
い
る
。
本
道

に
は
、
明
治
末
か
ら
大
正

初
期

に
か
け

て
導

入
さ
れ

て
い
る
。
ポ
プ
ラ
の
よ

う
な

旺
盛
な
な
生
長
は
し
な
い
が
、
道
産
樹
種

に

み
ら
れ
な

い

エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
な
樹
姿

が
道
路

に
変

化
を
与

え
、
単
調
な
並
木
景
観
を
引
き
立
た
せ
る

こ
と
が
で
き

よ
う
。
気
候
的
適
応
性

は
大

で
、
各

地
に
植

え
ら
れ
る
。

あ
と
が
き

以
上
、
道
路
並
木

に
つ
い
て
簡
単
な
説
明

と
希

望
を
述

べ
た
が
、
道
路
沿

い
の
景
観
と
の
調
和
、

除
雪
、

病
、
虫
、
兎
、
鼠

の
諸
被
害

に
た
い
す

る

抵
抗
性

、
気
候
、
土
壌

に
た
い
す
る
適
応
性
、
樹

種
植
え
方
な
ど

い
ろ
い
ろ
問
題
が
残

っ
て

い
る
。

こ
と
に
病
虫
害

が
で
た
場
合

の
早
期
発
見
、
早

期
駆
除

の
体
制

の
強
化
、
並
木
の
病
虫
害

と
畑
作

物

の
病
虫
害

と
の
関

連
性

の
研
究
な
ど
、
今
後

の

研
究
課
題
と
な
る
も

の
が
多

い
。
道
路
並
木
は
郷

土

の
美
化

に
、
生
活
を
楽
し
く
す
る
う
え

に

一
層

の
造
成
を
望
む
も

の
で
あ

る
。

従
来
、
道
路
並
木
に
は
、
と
か
く
本
州
方
面

の

植
栽
樹
種

が
そ
の
ま
ま
と
り
入
れ
ら
れ

て
き

た
憾

が
あ

る
。
気
温
、
風
雪
な
ど
、
自
然
条
件

の
酷
し

い
北
海
道

の
道
路
並
木

に
は
郷
土
樹
種

の
な

か
か

ら
適
当

な
風
致
樹
種
を
選
ぶ
べ
き
で
あ

る
。
既
定

の
樹
種

に
こ
だ

わ
ら
な

い
で
、
従
来
植
栽
例

の
乏

し

い
樹
種

の
な
か
か
ら
広
く
並

木

樹

種

を

選

択

し
、

こ
の
苗
木

の
養
成
法
、
肥
培
植
栽
法
な
ど
を

研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
i
完
i

(北
海
道
林
業
改
良
普
及
協
会
会
長
)

20


